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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　加熱された条件の下でテストされる複数の集積回路、バーンインボード上であって横方
向に延びる熱交換室を形成するための前記バーンインボード上に配置されたトレイ、およ
び冷却空気を受け取るために前記トレイ上に形成されたプレナムチャンバを含み、さらに
、下に設置された前記集積回路上への前記プレナムチャンバから個々の開口部を通って流
れる流量を制御するべく、前記バーンインボード上の前記集積回路のそれぞれの上であっ
て横方向に設けられた前記トレイ内に個々の開口部を設け、かつ前記個々の開口部上に該
開口部を個別に制御可能なバルブを設けたことを特徴とするバーンインボードを有するバ
ーンインオーブンのための流量制御装置。
【請求項２】
　前記バルブが、貫通開口部と、該貫通開口部を通る流量を制御するためのバルブ要素と
を有するバルブからなる請求項１の流量制御装置。
【請求項３】
　前記バルブ要素は縦軸の回りに回転可能な主要体を含み、また前記縦軸に交わる本体開
口部、および該主要体を受け入れるためのハウジングを有し、前記ハウジングが、前記主
要体の部分的に円筒状の表面と気密的に一致する少なくとも一部分が円筒状の表面を有し
、さらに前記貫通開口部が前記ハウジングの中にあり、前記主要体の選択された回転位置
にある前記本体開口部と一列に並び、前記主要体が前記トレイ内の前記バルブと関連する
開口部を通る空気の流量を制御するために前記本体の回転による貫通開口部の大きさの減
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り具合を制御する請求項２の流量制御装置。
【請求項４】
　各バルブ要素に結合された個別の電動機、および前記バルブ要素の位置を制御するため
のコントローラを含む請求項２の流量制御装置。
【請求項５】
　テスト中の加熱された装置上への気体流量を制御するための流量制御装置であって、前
記テスト中の装置の上に横方向に延びるバルブトレイ、前記バルブトレイの上に支持され
、導入口用を除いて閉じられたプレナムチャンバを形成するための前記バルブトレイ側面
に沿った側壁を有する壁、前記バルブトレイを貫通する複数の吹き出し口、テスト中の各
装置と整列されている一つの開口、および前記バルブトレイの対向する側であってテスト
中の関連する装置上に前記プレナムチャンバの前記導入口で提供される冷却空気供給源か
らの空気流量を制御する各吹き出し口のために前記バルブトレイ上に設けられた個別の制
御可能なバルブからなり、前記関連する制御可能なバルブ中のバルブ要素の位置を制御す
ることにより、冷却空気の流量が各吹き出し口開口部を通って選択的に提供されることを
特徴とする流量制御装置。
【請求項６】
　冷却空気流量源に結合された、バーンインオーブン、および前記オーブン内の複数の第
１および第２のトレイにおいて、前記バーンインボードが区画を画定し、複数の前記第１
のトレイが予め選択されたアレイ中でその上に装着されたテスト中の装置を有するバーン
インボードを形成し、複数の第２のトレイが、各バーンインボードトレイの側面上のバー
ンインボードトレイの各々から一定間隔で配置されたバルブトレイを含み、それにより、
前記バルブトレイがテスト中の前記装置の上に横たわり、そのように一定間隔で配置され
たバーンイン及びバルブトレイ間の横に延びるスペースを形成し、壁によって包まれ、前
記個々のバルブトレイから一定間隔で配置された各バルブトレイの側面上の冷却空気プレ
ナムであって、前記各バルブトレイが関連するバーンインボード上のテスト中の個々の下
にある装置の上に横たわる開口部を有し、また、各々がバルブトレイ開口部の一つに結合
され、個々のバルブの下に横たわるテスト中の装置の温度を示す温度信号に応答して前記
冷却空気プレナムから前記各バルブトレイ開口部を通る流量を制御する個々のバルブから
なる流量制御装置。
【請求項７】
　テスト中の個々の装置の温度を示す温度信号を提供するために設けられたテスト中の各
装置のための個別の温度センサと、前記個別の温度センサからの温度信号を受信し、該温
度信号の関数としてテスト中の個々の装置に関連するロータリバルブの可変開口を調節す
るコントローラをさらに備えた請求項６の流量制御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バーンインオーブン（burn-in oven）またはシステム内のバーンインボード
（burn-in-boards）上でテストされている集積回路チップの温度制御用装置に関する。よ
り詳細には、本発明は、開口部下に直接支持された回路チップ用の連結ヒートシンク上へ
の冷却空気の流量を制御する流量制御システムに関する。各集積回路チップの温度が感知
され、温度エラー信号を決定するために所望のセットポイント温度と比較される。また、
ヒートシンクに向けられる冷却空気の量は、正確な温度制御を維持するためにエラー信号
の関数として変更される。
【背景技術】
【０００２】
　集積回路のテストのために使用されるバーンインオーブンは周知である。従来技術のオ
ーブンは、選択された範囲内にバーンインボードの温度を制御するために様々なタイプの
冷却装置を使用してきた。熱を制御する受動路は、バーンインボード上に支持された複数
のチップを横切って、プレナムチャンバからの空気の流れを供給するために、オーブンの
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端部に存在し、排気パネルを通じて空気を排出する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　テストに必要な電力は、使用中により多くの電力を消費する回路の出現と共に増大して
きた。冷却空気を調整し、よって許容範囲内に各チップの温度を調整するために、テスト
中の各大電力回路を適度に冷却することはますます困難になっている。
【０００４】
　制御された、応答性の良好な冷却空気流制御が依然として必要とされている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、テストされている回路の上に、また特に回路から熱を吸収する回路チップ用
のホルダの一部として提供されるヒートシンク上に、冷却空気を供給するプレナムチャン
バからの流量を制御するために、個別の開口部を使用する、バーンインボードオーブンま
たは囲い用の冷却空気流制御システムに関する。開口部はトレイ内にあり、各トレイはバ
ーンインボード上にある。ヒートシンクはその上に放射フィンを有し、冷却空気流は、Ｄ
ＵＴｓと呼ばれるテスト中の回路装置によって生成される熱を奪うのに役立つ。
【０００６】
　冷却開口部用の冷却空気を供給するプレナムチャンバは望ましくは図示されているよう
な、バーンインオーブン内で使用される開口部を有する各トレイ用の個々のプレナムチャ
ンバである。図示されるように、ＤＵＴｓを備えたバーンインボードが各トレイの下に配
置できるように、トレイが一定間隔で配置され、各冷却空気流量開口部はＤＵＴ上に横方
向に設けられている。
【０００７】
　本発明の１つの特徴では、調整可能なバルブが、各開口部または少なくともある選択さ
れた数の開口部を通る流量を制御するために配置されている。図示されるように、バルブ
は回転式バルブであるのが望ましい。
【０００８】
　ＤＵＴｓ用の各ホルダは、回路チップの温度を感知し、制御コンピュータかプロセッサ
に信号を供給する温度センサを含む。温度センサは、同じ目的でＤＵＴに埋め込まれるよ
うにしてもよい。プロセッサは感知された温度を所望のセットポイント温度と比較し、多
かれ少なかれ冷却空気の必要がある場合に、エラー信号を出力する。このエラー信号は、
本発明のバルブを所望のように制御するために使用される。
【０００９】
　本発明において、温度差の信号、すなわちエラー信号は、バーンインボード上に支持さ
れた個々の回路から一定間隔離され、かつその回路上に置かれたバルブトレイ上に配置さ
れた個々のバルブの開口部を制御するために使用される。バルブトレイは、バーンインオ
ーブン上を覆い、オーブン内のレール上に支持された、堅固なウォールトレイ（wall tra
y）あるいは平板であり、バルブがそこを通る気流を制御する開口部を有する。
【００１０】
　好ましくは、各バルブトレイ上に横方向に延びる固いウォールパネルを用いることによ
って、各バルブトレイ上に形成される冷却空気プレナムチャンバは、入り口スロットを形
成する１つの側面を備えたプレナムチャンバを形成するために、バルブトレイの３つの側
面で支持される。バルブトレイ組立体が装備される場合、該入り口スロットに対して開い
ている冷却空気導入開口部が各冷却空気プレナムチャンバ用にオーブンの片端に設けられ
ている。冷却空気室からの空気の出口あるいは排気路は開口部を通り、また１つの特徴で
は、制御バルブを通って、流量開口部を有するトレイの下に、かつそれぞれの下にあるバ
ーンインボード上に形成されたヒートシンク室へと通じている。
【００１１】
　開口部およびバルブを有するトレイ、およびオーブン内のバーンインボードは、トレイ
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とボードとの間のスペースに交互に積み重ねられるので、バルブトレイの上の冷却空気ス
ペースまたは室も他の横方向に延びるバーンインボードによって形成される。トレイの上
の任意の所望の冷却空気室については、冷却空気は、開口部を通り、また１つの特徴では
、該開口部を通って、トレイとその下に横たわるバーンインボードとの間のヒートシンク
または熱交換室へ、またその開口部下のヒートシンクへ直接送られる、流量を制御するバ
ルブを通る。開口部のすべてがバルブトレイ上にバルブを有し、バルブがすべて閉じられ
る場合、バルブトレイの下のバーンインボード上のＤＵＴｓ用のヒートシンク上に冷却空
気は流れない。
【００１２】
　使用に際しては、バーンインオーブンは、常に十分な数のトレイを持つが、各バルブト
レイ組立体の下にバーンインボードが必ずあるとは限らない。トレイの下にバーンインボ
ードが無い場合、トレイ中のバルブは閉じたままであるので、気流はそのようなトレイ内
の開口部を通って流れない。
【００１３】
　図示されるように、従来の冷却空気システムが所望のオーブン構成に適応される。空気
が個々の回路用のヒートシンク上を通過した後、排気室は、バーンインボード上のヒート
シンク室の空気用の排気通路の各々から空気を回収する。ヒートシンク室から排気された
空気は、空気冷却器を通り循環し、次に、送風機またはファンによって空気供給器に戻さ
れる。
【００１４】
　使用されるバルブは、個々に制御され、より良い流量調整を行えるようにされるのが望
ましい。樽型または回転式バルブは、使用に際して、バルブ開口部を通る流量を、蝶型弁
のような他のタイプのバルブより正確に調節することができるので、樽型バルブが望まし
いが、バルブの提供については、他の制御可能なバルブであってもよい。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　概略的に示された、典型的なバーンインオーブン１０には、バーンインボードトレイを
保持するための一連のレールまたはガイド１４を支持する４つの隅柱（corner posts）１
３、および本発明によって構成されるバルブトレイあるいはボードを保持するためのガイ
ド１６を有するフレーム１２が備えられている。符号２０で一般的に示されるバーンイン
ボードトレイ（単にバーンインボードとも呼ばれる）は、レール１４上を内側へスライド
し、サイドガイドとフレーム１２によって形成される壁との間の領域を完全に満たし、そ
の結果、バーンインボードはオーブンの囲い内に垂直な気流が生ずるのを阻止する。絶縁
された側壁およびドアが、試験用のオーブンまたは他の囲いを取り囲んでいる。
【００１６】
　本発明によって構成される個々の気流制御バルブトレイ組立体は、図３では、総称的に
は符号２２で示され、また個別には符号２２Ａ、２２Ｂ、２２Ｃおよび２２Ｄで示される
、トレイまたはボードを含む２２Ｎ（個）のバルブトレイがバーンインオーブン中に収容
されている。バルブトレイはレール１６内へスライドし、フレーム１２内の水平の開き領
域を完全に閉鎖する。おそらく図３、４および５で最もよく分かるように、冷却空気プレ
ナムチャンバ２６Ａ－２６Ｄ、さらに２６Ｎまでのプレナムチャンバを形成するために、
各バルブトレイ２２Ａ－２２Ｄは、そこから上に間隔をおいて横方向に延びる堅固な壁２
３Ａ－２３Ｄを有する。各壁２３Ａ－２３Ｄは、入り口スロット２７を有する冷却空気プ
レナムチャンバ開口部の１側面を除く各トレイの３つの側面の堅固な端壁２５で支持され
る。
【００１７】
　バルブトレイ２２Ａ－２２Ｎそれぞれの冷却空気プレナムチャンバ２６Ａ－２６Ｎは、
バルブトレイの上にあり、各バルブトレイ２２Ａ－２２Ｎは関連するバーンインボードの
上にある。
【００１８】
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　バルブトレイの下面とその下にあるバーンインボードとの間のスペースは、ヒートシン
ク室または熱交換室を形成する。第１のヒートシンク室２４はバーンインボードトレイ２
０の上に形成される。その上のバルブトレイ２２Ｂはバーンインボード２０Ｂの上に配置
されて、バーンインボード２０Ｂの上にヒートシンク室２４Ａを形成する。また、各々の
次のバーンインボード２０は、その上方に横たわる総計で２０Ｎ（個）のバーンインボー
ド用のバルブトレイ２２を有し、ヒートシンク又は熱交換器２４Ｎを形成する該２２Ｎ（
個）のバルブトレイは垂直に積み重ねられている。
【００１９】
　バルブトレイ２２Ｂ上の第２の冷却空気プレナムチャンバ２６Ｂは、壁２３および２５
によって形成される。積み重ねられたバルブトレイおよび横方向に延びるバーンインボー
ドは「２６Ｎ」（個）の冷却空気プレナムチャンバを形成する。
【００２０】
　冷却空気は、オーブン１０の１つの側面上に３０で概略的に示される主冷却空気供給室
に接続された適当なファンまたは送風機２８によって供給される。冷却空気供給室３０は
、積み重ねられたバーンインボード２２Ｎ上に形成された冷却空気室２６Ａ－２６Ｎ各々
の端部入り口スロット２７Ａ－２７Ｄ（２７Ｎまでの）に対して開いている。単純にする
ために、図にはバーンインボードおよびバルブトレイが少しだけ示されるが、それらは、
所望の多数のスライドまたはレール１４および１６に垂直に積み重ねられることができる
。再度述べるが、オーブン内のバルブトレイ組立体用のすべての場所はバルブトレイで満
たされるが、バーンインボードトレイは、所望の選択された数だけがオーブン内に収容さ
れるようにしてもよい。
【００２１】
　冷却空気流は、図２および図４に概略的に示されるように、オーブンの側壁を通るスロ
ットあるいは開口部３２Ａ－３２Ｄ（３２Ｎまでの）を通じて主冷却空気供給室３０から
提供される。オーブン壁内のスロット３２Ａ－３２Ｎは、バルブトレイ２２および壁２３
、２５によって形成された冷却空気プレナムチャンバ２６Ｎの端部にある、冷却空気プレ
ナムチャンバ入口スロット２７Ａ-２７Ｄと一列になる。バルブトレイ組立体のすべての
冷却空気プレナムチャンバは、スロット３２Ａ－３２Ｎを通じて、主冷却空気供給室３０
から、冷却空気流を供給される。
【００２２】
　冷却空気用の主冷却空気供給室３０と対向するオーブンの囲みの側部には、排気放出ス
ロットまたは開口部３４Ａおよび３４Ｂ（図１、図２）（３４Ｎまで）があり、それらは
各バーンインボード上およびそれぞれの上に横方向に延びるバルブトレイ下に形成された
ヒートシンクまたは熱交換室２４と整列している。各バーンインボードおよびその上に横
方向に延びるバルブトレイによって形成されたヒートシンクまたは熱交換室２４のための
排気スロットあるいは開口部が設けられている。排気開口部は、熱交換室２４－２４Ｎに
おいてのみ開いており、排気された空気は空気循環送風機またはファン２８を装着される
ことができる排気室２１内へ導かれる。
【００２３】
　各バルブトレイ上の冷却空気プレナムチャンバ２６Ｎは、一端部に入り口スロット２７
Ｎを有するが、絶えず開いている排気開口部は有しない。冷却空気は、バルブトレイ内の
開口部５８を通る熱交換室２４－２４Ｎへの流量を制御するバルブ４０を通過することに
よってプレナムチャンバ２６から排出される。しかしながら、ある程度の空気は、トレイ
用のトラックすなわちレールに沿って放出されるだろう。また、バーンインボードの裏面
に沿って冷却空気を提供するために、図４の３５で示されるギャップによって、ある程度
の冷却空気が各壁２３上の、およびその上に横方向に延びるバーンインボード下のスペー
スに入ることになる。
【００２４】
　主冷却空気供給室３０の冷却空気は、空気室２１の空気を回収するために、ファンまた
は送風機２８によって流路内の空気冷却器４２を通って循環される。その結果、冷却空気
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供給室３０内の空気は冷やされ、個々の回路の温度は維持し下げられる。
【００２５】
　テスト中の各回路または装置（ＤＵＴ）の各々は、フィンを取付けられた熱交換器また
はヒートシンクを含むソケットまたはホルダ４４内に支持される。ＤＵＴｓ用の各ホルダ
は、ヒータ４５および、図４さらに図１１に４６で概略的に示された温度センサを有する
。温度センサ４６からの温度信号はコントローラ４８（図１１）に供給され、次にコント
ローラは、各バルブの開口の大きさを制御するためにバルブ４０に結合される。図３およ
び５に示されるように、バーンインボードは、バーンインオーブンの１つの壁から外に延
びる端部にコネクタ４７を有する。
【００２６】
　図６は、バルブ４０を有する典型的なトレイ組立体２１がトレイ２２の開口部上の所定
位置に配置されていることを示す。バルブ４０は、図示されるように、適当なモータ９６
によって制御される回転式のバルブ要素７６を収容するバルブ本体６０を有する樽型バル
ブであるのが望ましい。（図７－１０も参照のこと。）２つのバルブ４０用のモータ９６
は、反対の方向へ延びるバルブ本体６０と並べて配置される。冷却空気流の向きは、図６
に矢印５２によって示される。バルブ４０は、プレナムチャンバ２６を通り、関連するバ
ルブトレイ２２を横切る気流の直交方向に少しの角度だけ傾けて配置される。バルブトレ
イ２２は、バーンインオーブン１０のガイド１６の中にそれを支持するために使用される
ようなレール５４を反対側に有してもよい。
【００２７】
　図に見られるように、典型的なトレイ２２は複数の個別の樽型バルブ４０を有する。バ
ルブによって制御される流量が、個々のバルブ４０の直下にあるバーンインボード上のＤ
ＵＴ用のホルダを有するフィンを取付けられたヒートシンクまたは熱交換器上に向けられ
るように、各バルブ４０はバルブトレイ２２を貫通する開口部５８（図４および５）上に
装着される。
【００２８】
　図７を参照すると、典型的な好ましいバルブ４０の上部平面図が示されている。さらに
、図８－１０は、バルブの種々の部品を示している。
【００２９】
　樽型バルブが望ましく、最良の形態として図示されているが、他の制御可能なバルブを
使用することができる。制御信号の関数として開閉可能な、滑り弁、回転式または軸回転
式カバー弁、ポペット弁、および同種の弁が有効に作動する。
【００３０】
　バルブ４０の好ましい形式はそれぞれ、２つの積み重ねられた部分６０Ａおよび６０Ｂ
で構成されるバルブ本体６０を具備している（図９を参照）。２つの部分の組み立てに際
して、ハウジングは、側壁６６および６８によって連結される端壁６２および６４を有す
る。側壁６６および６８は、図１０に示されるように、上部開口部７０、および下部開口
部７２を形成するために間隔をあけて置かれている。図１０は、バルブトレイ２２Ａの部
分断面図である。図１０は、バルブトレイ２２Ａがバルブ下部開口部７２の直下に開口部
５８を有し、その結果、個々のバルブトレイ２２Ａ上の冷却空気プレナムチャンバ２６Ｎ
からバルブトレイ２２Ａ下のヒートシンクまたは熱交換室２４Ｎへの流れが一列になるこ
とを示す。
【００３１】
　バルブ４０は、両端に取付け軸７８を備えた回転式樽型バルブ要素７６を有する。軸７
８は、バルブ本体の端壁６２および６４上の適当な支持部８０に回転可能に装着される。
【００３２】
　各バルブ本体部６０Ａおよび６０Ｂは、開口部７２および７０を限定するために形成さ
れた端壁および側壁の一部分を含む。樽型バルブ要素７６は、中央開口部または通路８８
が形成される平行で平らな表面を備えた円筒の一部である。開口部または通路８８は、ま
っすぐな隔壁９０で４つの部分に分割されている。図に見られるように、開口部または通
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路８８は、部分的に円筒状のバルブ要素７６を貫通して、全てが通じている。バルブ要素
７６の部分的に円筒状の外部表面部は、９２で示されるような上表部に沿っている。これ
らの部分的に円筒状の表面は平行で平らな表面の間に延在している。
【００３３】
　バルブ本体のバルブ要素開口部の側面がバルブ要素７６の部分的に円筒状の表面と一致
する。図９に見られるように、下部ハウジング部８２は、部分的に円筒状の表面９４を有
し、上部は同様な表面を有する。表面９４は、回転式または樽型バルブ要素７６の部分的
に円筒状の外表面と気密的に一致する。
【００３４】
　一致する部分的に円筒状の表面は、樽型バルブ要素７６が回転しても、それらは密封状
態を続ける。図に見られるように、バルブ要素７６は平らな側面を有する。樽型バルブ要
素７６が回転しても、その密閉は継続する。
【００３５】
　各バルブ４０のバルブ要素７６は、コントローラ４８（図１１）を介して適当な電力源
に接続される個別のモータ９６によって駆動される。図３および６に示されるように、モ
ータ９６は、バルブトレイのコネクタ端９７で接続される。各モータ９６の出力軸９８の
回転の方向および量は、バルブ４０の開口部を通り、下に横たわるヒートシンクへ送られ
る空気流の総量に関連してコントローラによって決定される。この空気流の総量は、ＤＵ
Ｔで感知された温度とセットポイントまたは参照温度との間の感知温度差信号によって要
求される。さらに、図１１に示されるように、各バルブモータは、主コントローラ４８の
一部を形成するＰＩＤコントローラ４８Ａによって制御される。前述のように、バルブモ
ータは他のタイプの制御可能なバルブ要素を駆動することができる。
【００３６】
　バルブ要素７６の回転の方向は、モータ９６によって反転させられる。例えば、樽型バ
ルブ要素の回転は、完全に閉じた位置と完全に開いた位置との間で流路を比例的に開くの
で、樽型バルブは流量を蝶型弁（バタフライバルブ）より正確に制御することができる。
【００３７】
　関連するモータ９６は樽型バルブ要素７６用の本体６０の終端上に直接装着されるので
、非常にコンパクトなパッケージを作れることが図８および９に見られる。さらに、バル
ブ４０が、二つ一組で配置され、モータ９６が重なり合い、バルブ本体がバルブトレイ２
２Ｎの開口部５８の上に位置するように、モータから互いに反対の方向へ延びていること
が図６に見られる。
【００３８】
　図１１はコントローラ４８および制御される部品および機能の単純化されたブロック図
である。ヒータ４５はＤＵＴの温度を制御することを支援するために使用されることがで
きる。コントローラは、さらに適当な冷凍ユニットを備えた、供給空気を冷やすために使
用される空気熱交換器４２の温度を制御することができる。図４のブロック４４は、ヒー
トシンクおよびＤＵＴを含む完全なホルダを提供するために使用される。
【００３９】
　個別のバルブを使用することにより、他の形式で達成されるよりも、ヒートシンクに関
連する冷却空気流をはるかに良く制御することができ、また、非常に正確で高い温度がこ
の構成で制御されることができる。
【００４０】
　図示された好ましい実施例は、各バルブトレイ上に形成される個別の冷却空気プレナム
チャンバを提供するが、バーンインボードがバルブトレイ上に設置されるときに、横方向
に延びるバーンインボードはバルブトレイ上に冷却空気プレナムを形成する。
【００４１】
　バーンインボードトレイがすべてオーブン内に装備される場合、空気制御トレイ上の冷
却空気プレナムを形成する個別の壁は省略されることができる。
【００４２】
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　空気制御トレイあるいはボードは、比較的に低コストで、容易に装備され、テストまた
はバーンイン中の回路上のヒートシンクを横切る、直接の、非常に制御された空気流路を
提供する。
【００４３】
　本発明は好ましい実施例に関して説明されたが、当業者は、本発明の精神および範囲か
ら逸脱しないで、形状および細部において変形できることを認識できるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】垂直に積み重ねられた複数のバルブトレイ組立体およびバーンインボードを示す
バーンインオーブンの概略側面図である。
【図２】所定の位置にあるバーンインボードおよびバルブトレイ組立体を少しだけ示した
、図１のバーンインオーブンの斜視図である。
【図３】図１中の線３－－３で切られた拡大断面図である。
【図４】図３中の線４－－４で切られた断片的断面図である。
【図５】図４中の線５－－５で切られた断片的概略断面である。
【図６】バーンインオーブン内に配置されたバルブトレイと該バルブトレイ上に配置され
たバルブの斜視図である。
【図７】本発明で使用される樽型バルブの上部平面図である。
【図８】図７に示された樽型バルブの斜視図である。
【図９】図８に示されるような樽型バルブの分解図である。
【図１０】図４中の線１０－－１０で切られた典型的な樽型バルブの断面図である。
【図１１】バルブ用制御システムのブロック図である。
【符号の説明】
【００４５】
　１０……バーンインオーブン
　１２……フレーム
　１３……隅柱
　１４……レール（ガイド）
　１６……ガイド
　２０……バーンインボードトレイ（バーンインボード）
　２１……排気室
　２２……気流制御バルブトレイ組立体
　２３……壁
　２４……ヒートシンク室
　２５……端壁
　２６……冷却空気プレナムチャンバ
　２７……入り口スロット
　２８……ファン（送風機）
　３０……主冷却空気供給室
　３２……スロット（開口部）
　３４……排気放出スロット（開口部）
　３５……ギャップ
　４０……バルブ
　４２……空気冷却器
　４４……ソケット（ホルダ）
　４５……ヒータ
　４６……温度センサ
　４７……コネクタ
　４８……コントローラ
　５４……レール
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　５８……開口部
　６０……バルブ本体
　６２，６４……端壁
　６６，６８……側壁
　７０……上部開口部
　７２……下部開口部
　７６……回転式樽型バルブ要素
　７８……取付け軸
　８０……支持部
　８８……中央開口部（通路）
　９０……隔壁
　９２……上表部
　９４……表面
　９６……モータ
　９７……コネクタ端

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】 【図７】

【図８】



(11) JP 4642437 B2 2011.3.2

【図９】

【図１０】

【図１１】
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